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第
１
章　
計
画
の
概
要

１　計画の趣旨
　「食」は生

い の ち
命の基本であり、生きる力の源です。国は、食育基本法（平成１７年法律第６３号）の中で、

生きる力を身に付けていくためには、何よりも「食」が重要であり、食育は、健全な心と身体を培い
豊かな人間性を育んでいく基礎となるものとしています。
　下関市では、平成２０年３月に、「下関ぶちうま食育プラン」（以下「第１次計画」という。）を策定し、
生きる上での基本である食の重要性、食育の周知に努めてきました。
　平成２５年３月には、第１次計画の評価、検証に基づき、「第２次下関ぶちうま食育プラン」（以下「第
２次計画」という。）を策定し、周知の段階から実践へ、より具体的に踏み出せるよう、食育を進めて
きました。
　しかしながら、依然として食の問題はあふれており、社会構造の変化から、新たな健康問題の顕在
化や、次の世代へ脈々と受け継がれるべき食の知識や食文化の衰退、食品廃棄による環境への負荷など、
従来の取組だけでは解決できない新たな課題も出てきています。今一度、市民の健康と健全な食生活
の実現のため、食の安全性の確保はもとより、食に関する感謝の念や理解を深め、様々な分野で横断
的に食育を推進していくことが必要となってきました。　
　そこで、第２次計画を見直し、引き続き市民一丸となって実践の輪を広げていけるよう、「第３次下
関ぶちうま食育プラン」（以下「第３次計画」という。）を策定し、食育を総合的・計画的に推進します。
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下関ぶちうま食育プラン（平成２０～２４年度）

目指す姿

　みんなで元気をいただきます
　　～育もう　豊かな食文化～

第２次下関ぶちうま食育プラン（平成２5 ～２9 年度）

目指す姿

　いのちを考え、「生きる力」を育む財産づくり
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２　位置づけ
　この計画は、食育基本法第１８条第１項に規定された「市町村食育推進計画」として位置づけられる
とともに、第２次下関市総合計画におけるまちづくりの将来像の実現を目指して、そのほか関連する
計画との整合性を図りながら、食育を具体的に推進するための行動計画です。　　　

３　期　間　　　
　この計画の期間は、平成３０年度からの５年間とします。
　なお、計画の見直しが必要な場合は、期間中においても検討します。

４　策定体制
　食に関する学識経験者、関係機関・団体等様々な委員で構成される「下関市食育推進会議」及び行
政の担当課からなる「庁内関係課連絡会議（庁内ワーキンググループ）」を経て策定しました。

第２次下関市総合計画

第３次下関
ぶちうま食育プラン

魅力あふれる人・文化を育み、
いきいきと交流するまち

多彩な人が輝き、活力ある産業が
振興するまち

みんながともに学び、ともに楽しむ、
人を育てるまち

美しく潤いのある自然や
まちなみと人が共生するまち

効率的で活動しやすい
都市機能を備えるまち

誰もが安全で安心して
暮らせるまち

人と人とが支え合う誰もが健やかで
笑顔があふれるまち

人のつながりを大切にし、
地域の力が活きるまち
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食育基本法

山口県
第３次やまぐち食育推進計画

国
第３次食育推進基本計画

策定までの道のり

・アンケート調査

・庁内ワーキンググループ協議①
・下関市食育推進会議①

・文教厚生委員会報告（概要）

・庁内ワーキンググループ協議②
・下関市食育推進会議②

・文教厚生委員会報告（素案）

・庁内ワーキンググループ協議③
・下関市食育推進会議③

・文教厚生委員会報告（完成）

計画の理念・方向性を設定

課題提起

意見交換

素案作成

意見交換

パブリックコメント

意見交換

計画書完成

策定体制

市

市
庁内関係課連絡会議
（庁内ワーキング
　　　　　グループ）
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事務局

原案・協議・修正

意向・提案・調査

下関市食育推進会議

市民参画
アンケート

パブリックコメント

第３次
下関ぶちうま
食育プラン


